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知と未来をつなぐ仕事。 　「松乃栄(まつのさかえ)」は「旧幕府の姫君加州家へ御輿入の図」という副題を持
つ資料で、東京大学総合図書館に貴重書として所蔵されています。
　この資料は、文政10(1827)年に徳川第11代将軍家斉の第21女・溶姫が加賀藩第
13代藩主前田斉泰に輿入れしたときの様子を、三代歌川国貞が想像を交えて描い

た錦絵です。東京大学のシンボルの一つである「赤門」は、このとき溶姫を迎えるため
建立されたもので、白無垢の花嫁衣裳に身を包んだ溶姫が、豪奢な行列を従えて赤
門をくぐる図は当時の華やかさを今に伝えています。

『松乃栄』 　東京大学総合図書館所蔵「松乃栄」公開サイト　https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/matsunosakae/




















